



























































































































































































































































































































































授業回数 テーマ 内容 ド
第1回
ガイダンス
｢キャリア相酸実習のガイダンスと自己紹介」
･こんなことが実習になります
.考えてみよう｢こんな相談受けたらどうする？」
ただのおしゃべりと｢相､i活動｣の違い ｢聞く｣と｢聴く｣の違い
第2回
聴き方①
｢よく聴くためには何が大切？」
｡よく聴いてもらう体験をしよう(ロールプレイ）
アクティブリスニング①
(聴く側の態度の璽要性） FELOR 
第2回
聴き方②
｢問題解決のためにはどんな聴き方をすればいい？」
･解決したい問題に熊点をあてて聴く(ロールプレイ） アクティブリスニング②(相手の考えを引き出す）
５Ｗ１Ｈ 
第4回
対立解消①
｢どんな意見や気持ちを持ってもいいんだよ」
･上手な断り方(ロールプレイ）
アサーティブネス①
(相手にも自分にも舷実であること） Ｉメッセージ
第5回
対立解消②
｢違いを肥め合うことで新しい関係が生まれる」
･頼みにくいことを頼む練習(ロールプレイ）
.褒める.褒められる体験をする
アサーティブネス②
(鰔実に気持ちを伝える方法） DESC法
第6回
実習例の紹介
｢こんなキャリア相談を行っています」
･学外学内ですでに色々なキャリア相酸を行っている
先輩たちに具体的な鯖をしてもらう
先輩の調騒
サポート活動による自分の成長 限界設定
第７回
計画を立てる①
｢グループで賭し合って計画を考えよう」
･お互いの意見を自由に贈れる場作りをしよう
ﾌｧシリテーション①
安全安心な話し合いの場作り ブレーンストーミング
第8回
計画を立てる⑧
｢グループで賭し合って計画をまとめよう」
･拡散から合意形成へ
ﾌｧシリテーション②
意見集約の様々な方法 ファシリテーター
第9回
模擬練習①
｢１対１で相麟活動をする練習」
･ロールプレイ(３人一組）
｢進路多様枝の高校２年生｣に対して
進路相戯を行う
第10回
模擬練習②
｢集団に対して相駿活動をする練習」
･１人1人が自分の中学時代を握り返ってみる
母校の中学２年生１２０人を前に進路鋼
賭を行う模擬練習
第１１回
模擬練習③
｢グループで相鮫活動をする練習」
･グループワーク(４人一組）
様々な課題に対して全員がファシリテー
ター体験をする
「握り返りと今後の実習についてのガイダンス」 1人1人が授業の感想を発表し共有化
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４月２６日先輩サポーター説明会ヨン」の講習を行っている学部内の社会人学生の
協力を得て２回の授業を盛り込むことにした。最
後の３回の授業はそれぞれ、進路相談などを想定
した「１対１の相談活動｣、母校での講演などを
想定した「１対集団（講演など）の相談活動｣、
中学やグループワークに入りファシリテートする
ことを想定した「１対グループの相談活動」の模
擬練習とした。（表１、表２）
５月９日先輩サポーター授業への導入開始
７月１１日授業終了
第２回「自己効力感」質問紙調査
７月２３日～３１日
「事前指導アンケート」実施
2．「キャリア相談事前指導」の授業スタイル
教員（１名）
キャリア相談アドバイザー（３名）
先輩サポーター（第４回より導入・毎回２名か
ら４名）
１年生（24名×２クラス）
４．「先輩サポーター」の導入
グループワークを基本とした授業は目的が共有
化されないと緊張感を失い、ただのおしゃべりに
終わってしまうきらいがある。まずは、教員が授
業の目的を明確化し、共有化をはかることが先決
だが、１人の教員がグループワークでのダイナミ
ズムを把握することは難しい。また、グループワ
ーク等の直接的なコミュニケーションが苦手な学
生もいる。さらに授業に遅刻した学生をスムーズ
にグループの中に組み入れることも教員やキャリ
ア相談アドバイザーだけでは困難であろう考え
た。そこで、授業の中に上級生を「先輩サポータ
ー」として導入することにした。これは慶応大学
教養教育センターの実験授業である「アカデミッ
ク・スキルズ」の授業運営の試みを参考にした
(佐藤望，2006)。上記にあげた「道具的サポー
ト」のほかに「情緒的サポート」としても先輩サ
ポーターの果たす役割は大きい。新入生は「先輩
がいる」ということで緊張感と同時に「ビア･サ
ポート」を受けているという温かい雰囲気を感じ
つつ、より自由な雰囲気で授業に臨めるのではな
いかと考えた。
先輩サポーターの募集については、まず新入生
合宿のサポーターである２年生に声をかけ、その
他、学部内で高大連携等の自主活動を行っている
学生や団体に個別に声かけを行った。ほぼ毎回の
授業に２名から10名の先輩サポーターが関わっ
た。先輩サポーターはプリント配布や遅刻者への
対応のほか、実際にグループワークに加わりグル
Ｆ託
図１授業の構成員
3．授業スケジュール
図22007年度前期「キャリア相談事前指導」
：授業スケジュール
４月５日新入生ガイダンス・クラス希望票回収
４月９日受講クラス発表
４月１１日授業開始
４月１８日第１回「自己効力感」質問紙調査
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2007年度前期「キャリア相談事前指導」「キャリア相談実習」の現状と課題
表３一般性自己効力感の比較
事前指導あり
_プワークを見守り、促進する役割を担わせた。
時には先輩役のロールプレイを１年生の前で行わ
せたり、自らの経験を語ってもらうなど、積極的
に関わりを持たせるように工夫した。授業後は教
員やアドバイザーが気づかない個々の新入生の様
子やグループワークの進み方、授業全体の感想な
ど、学生としてとして気づいたことなどを報告し
てくれるなど、授業の改善に多いに有用な意見を
もたらしてくれた。（図１，図２）
平均値標準偏差最小値最大値度数
ｌｓｔ 
２ｎｄ 
５１．８ 
５３．７８ 
1０６１ 
１０．５１ 
3５ 
３２ 
7５ 
７５ 
4６ 
４６ 
事前指導なし
平均値楓準偏差最小値最大値度数
lｓｔ 
２ｎｄ 
5２．２８ 
５２．４１ 
1１．０４ 
１０．４５ 
3２ 
３２ 
7０ 
７３ 
3２ 
３２ 
図３「事前指導あり」「事前指導なし」群の平
均値の推移
５４ 
５３．５ 
５３ 
５２．５ 
５２ 
５１．５ 
５１ 
－トあり
‐・凸・なし
５．出席状況
１２回の授業中、２回以上欠席者４８名中２名。
遅刻は見られたが、全体的に出席状況は良好で
あった。
Ⅲ、検証
「キャリア相談事前指導」が学生にどのような
学習効果を与えたのか３つの方法で検証を試み
た。まずは「一般性自己効力感（セルフ・エフィ
カシー)」の測定である。次に、どのようなスキ
ルや能力が伸びたと自覚しているのか、という学
生の自己申告による数値的変化の検証であり、さ
らに、授業ごとの振り返りから学生の言葉を直接
すくい上げる質的な検証である。
□･曰／6..-..-℃
1sｔ 2,. 
(結果）
ＧESSの質問項目は授業の内容とは直接関係の
ない一般的な考え方の傾向や態度を尋ねるもので
あるが「キャリア相談事前指導」を受講した者と
そうでない者との間では平均値に差があり、なん
らかの形で学生の「一般`性自己効力感」にプラス
の効果があったと考えられる。（表３，図３）
１．「一般性自己効力感」
「一般性自己効力感」とは、何らかの行動をき
ちんと遂行できるかどうかという予期のことであ
り、「一般性自己効力感」が向上すると、いろい
ろな行動に対して積極的になれると考えられると
言われている。尺度としては一般性セルフ・エフ
イカシー（自己効力感）尺度“GeneralSelfEffi‐
cacyScale,,;以下GSES（坂野・東條,1986）を使
用し、プレーポストの変化の検証を行った。測定
は「キャリア相談事前指導」実施２クラス（４６
名）を対象群とし、基礎ゼミ２クラスで「キャリ
ア相談事前指導」を受けていない学生（32名）を
統制群とした。第１回目は第２回目の授業日であ
る４月１８日に、第２回目は授業最終日の７月11日
に実施した。
２．事前指導アンケート結果
「キャリア相談事前指導」の受講が「一般性自
己効力感」にプラスの効果をもたらすことは実証
されたが、学生自らが「伸びた」と自覚している
力は何なのかを調べるため７月の授業終了後「キ
ャリア相談事前指導」受講者全員に対して個別に
面接しアンケートを行った。質問内容は「人と関
わり、他者のキャリア（生き方）をサポートでき
る人間になる」という授業の目的から「人の話を
聞く」「自分の意見を持てる」「自分の意見を言え
る」「相手の気持ちを考える」「意見の違いを受け
入れる」「相手を信頼できる」「新しい経験に取り
組める」「自分のキャリアについて考える」の８
項目とした。４月の受講前の得点と７月の時点の
1３９ 
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(結果と考察）
表４「キャリア相談事前指導」で伸びたと自覚すること
得点を０点から３点まで自己申告で記入しグラフ
化する方法で主観的なプレーポストの差を測定し
た。対象は45名であった。
受容的なコミュニケーション能力に関しては女
子が自己評価が高く、特に「人の話を聞く｣、「意
見の違いを受け入れる｣、「新しい経験に積極的に
取り組める」については女子が高かった。男子は
わずかに上回っていた項目は「自分の意見を持て
る｣、「相手の気持ちを考える」であった。事後は
どの項目も伸びているが特に「キャリアについて
考える」は男女とも最も伸びたと自覚する項目で
あった。「キャリア相談事前指導」はコミュニケ
ーション．スキルについての授業であるが、そこ
で自らをサポートする側に想定した経験や、上級
生との出会い等が、自分の「キャリア」について
考える契機をなったことがうかがえる。
第２回聴き方①
●言葉だけでないNon-Verbalコミュニケーション
があることを知った。
●共感しながら聴くと話が頭に残る。
●聴く側の態度や姿勢によって話す側の意識が変
わってしまうことを知った。
第３回聴き方②
゛日常でいかに自分の気持ちを押しつけているか
実感した。「促す」ということがとても難しく
感じた。
･聴き手が話し手に「どうしたいのか」気付かせ
る必要があるということがわかった。
第４回・５回対立解消（アサーテイブネス）
。「自分も他人も大事にする」これは私には一番
難しいことです。攻撃的になりたくないからノ
ンアサーテイブになってます。どこまで相手を
尊重すればいいのか迷いました。
●「自分の中に湧き上がってきたものは財産」と
いう言葉にグッときた。今まではマイナスなこ
とは思っていたことが多かったと思う。
●褒められるって良いことだ。自分で気づいてな
かったようなことを言ってくれたとき、新たな
自分を発見したようだ。
３．学生の振り返りから
以下、学生が「振り返り」としてノートに記入
した文章の一部をそのまま引用する。
第１回ガイダンス
●「聞く」（Hear）の違いは、相手に関心を向け
ているかどうか。「聴く」には体力・集中力が
必要。
「聴く」ことが受け身でないという考えに驚い
た。
1４０ 
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2007年度前期「キャリア相談事前指導」「キャリア相談実習」の現状と課題
第６回先輩の話を聞く ●相談を受けても答えってないと思う。予め答え
を考えとけっていうけど、あんまりスラスラ答
えらえても相談した方は理解しにくいと思う。
●サポーターになった場合は具体案を出すこと
と、いくつかの道を示してあげることが重要だ
とわかった。
●体験談を言うときはただの苦労話にならないよ
うに気をつけたい。
。うまくしゃべるより、うまく行動するより、そ
の気持ちをちゃんと伝えて、お互いに共感する
ことがもっと大切ではないかと思う。
●成功だけでなく失敗もたくさんして、次に活か
すことが大切だとおもった。
●先輩たちと話していると、－つしか違わないの
にどうしてこんなに大人なんだろうと思った
●先輩たちのサポート体験談を聞いて自分にでき
る範囲（限界）を知ることも大事であるという
ことがわかった。また、サポート＝サービスで
はなく、相手の能力を引き出す、自分も相手も
高めることがキャリアデザインであると思っ
た。
第７回・８回ファシリテーション 第10回模擬練習②集団を対象とするサポート
●「自由奔放」おかげでどんどん意見が出て、い
いコミュニケーションになったと思う。
。「１人で考える時間」「２人で考える時間」「グ
ループで話し合う時間」それぞれに意味や良さ
があることがわかった。自分は今まで「自分で
考える」といわれてもボーつとしてしまいがち
だったけれど、この授業を受けて考えられるよ
うになった。
・ファシリテーター役をやらせてもらってみんな
の意見の大切さを感じた。意見が出なければ何
にもならないし、まとめることもできない。
●社会人になってからもプレゼン能力とかコミュ
ニケーション能力とも深い関係がある。
・ファシリテーターに頼るばかりでなく自分も積
極的に話の流れ作りに参加していくことも大
事。
･多くの人から意見を聞く中で、注意することは
主に二つあった。第一に相手の意見に共感した
ときのリアクションは大きく。そうすることで
話し手が安心する。第二に話し手に質問を繰り
返しながら意見を掘り下げていくこと。このこ
とで会話が広がっていく。
活動
・1人に向けて話すことと大勢に向けて話すこと
って根本的に違う。
●難しいことよりも自分の体験談や感じたことを
話したほうが伝わる。
●人前で話すことは苦手なのでできるだけ話さな
いようにしていたけれど、これからはそういう
わけにはいかないので、だんだん`慣れていけた
らいいな－と思う。
●言葉だけでは伝わらない。前を向こう。
●あまりメモに頼らずにその場の雰囲気で話せる
のがいい。
●大勢の前で話すのは案外難しい。聴衆の反応、
話すときのスピード、表情などにも気を使いな
がら伝えることが大切である。
第１１回模擬練習③グループを対象とするサポ
一ト活動
●ファシリテーターは声が大きくメリハリがある
とわかりやすいし、意見も言いやすい。
●会話が止まったときこそファシリテーターが何
か言葉を発するべき。「う－ん」「何かあるかな」
でも他の人が意見を出しやすくなるし考えが気
になる。
●沈黙を上手く使えば意見はもっと引き出せる。
・場を作るのが大事だと思う。どんなに課題が難
しいとしても穏やかな雰囲気なら誰もが話しや
第９回模擬練習①１対１でのサポート活動
･相談される人は人は自分の考えを押し付けるの
ではなく、相談者の選択肢をひとつ増やすくら
いの気持ちで臨んだ方がいいと思った。
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すいと思うからだ。
。もう少し用紙（模造紙）を有効に使えば、もっ
とまとまって意見が出せたかもしれない。用紙
の使い方も周りの人に影響を与える。
Ⅳ、今後の課題
■進捗状況(2007.12.4現在）
12名
15名
９名
12名
1名）
0名）
5名）
(25.00％） 
(31.25％） 
(18.75％） 
(25.00％） 
６時間終了（３コマ）
４時間終了（２コマ）
２時間終了（１コマ）
未実施・不明
(うち、
(うち、
(うち、
レポート提出者
レポート提出者
レポート提出者第１２回振り返りと実習に向けたガイダンス
・回を重ねるにつれ、この授業の意味がわかった
気がします。
･相手に対して自分が真剣に向きあうこと、この
講義全体を通して学べました。
●いよいよ実習です。ドキドキします。せっかく
やるんだから何か実りのあることしたいです。
・聴き方・話し方について様々な技術があること
を知った。実習ではここで学んだことを活用し
てがんばっていきたい。
●人と関わる上でとても大切なことを学べた。
「事前指導」は終わったけれど学んだことを日
常生活に活かしで使っていきたい。
。みんなの最後の感想（発表）を聞いていて、す
ごく成長しているなと感じた。
合計人数 4８ 
未実施・不明
２時間終了（１コマ）
４時間終了（２コマ）
６時間終了（３コマ）
０５１０１５２０ 
図42007年後期の「キャリア相談実習」の実施
状況
１．「自主性」は身に付いたのか
「事前指導」の授業そのものは学生にとっては
おおむね好評であった。「あと半年やりたい」とい
う声も聞いた。入学直後であったこともあり、少
人数によるグループワーク、必ず誰かと何かを話
さなくてはいけない授業は時にはプレッシャーで
もあったろうが、それ以上に楽しみであったよう
だ。当初固い態度であった男子が「FELOR」を
スキルとして学ぶと、ぎこちない笑顔をみせるよ
うになり、回数を重ねるうちに、いつしか自然な
笑顔になっていく。「コミュニケーション゛スキ
ル」というと何やら味気ないが、誰でもが練習で
身につけることができるということ、またスキル
を獲得するプロセスに気づきがあるという意味で
｢コミュニケーション」を「能力」ととらえるよ
りも有用であるように思う。
しかし、いざ「キャリア相談事前指導」を終え、
自主的に実習先を探す、選ぶ、という段階になる
と実績は延びなかった。自ら母校に働きかける等、
当初、筆者らが想定していた「自主的に取り組む」
学生は45名中１名、ハプニング的に帰省先で幼稚
園や学童保育に行き当たった例が数例、また、筆
者らが提案したNPOでの実習にエントリーしたも
のも３名のみ、中学校の実習では、エントリー数
(考察）
全文は掲載できないが、まず目に付くのは回数
を重ねるにつれ、振り返りの文章そのものが長く
なり、また内省的な内容が増えていったというこ
とである。例えば、アサーティブネスの授業の振
り返りでは、ある学生は次第に無口になっていっ
た自分の生育史を語り、それを少しずつ乗り越え
ようという決意が記されていた。また、グループ
ワークになれるにつれて自分だけでなく、グルー
プの中から受けた刺激、クラス全体の振り返りか
ら、さらに自分を見つめるまなざし育っていった
ことが窺われた。さらに、全体を通して「思った」
｢感じた」「学んだ」という語尾が多用され、「勉
強」ではなく「今、ここ」での主体的な「学び」
があったことが示されたように思う。
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2007年度前期「キャリア相談事前指導」「キャリア相談実習」の現状と課題
が中学側の要望に足りず、４年生を同行させるこ
とでなんとか６回の実習を終えた。後期の「キャ
リア相談事前指導」の授業の中にサポーターとし
て組み入れるときも、自主的に応募してきた学生
は少数であり、筆者らの直接の呼びかけでエント
リーしたものが多い。内容は同級生の授業の補助
なのだが、それでも一人では不安で「○○さんと
一緒でもいいですか」とペアで入ることが多かっ
た。「キャリア相談事前指導」はあくまで「ビ
ア・サポート」というよりも「ソーシャル・スキ
ル・トレーニング」であったということ、実習に
赴くという行動に移るためには、更なるプロセス
が必要であることを痛感した。（図４）
学生がひとつの授業の中でともにグループワーク
を行い、さらにフィードバックを「先着サポータ
ー」からももらうことは、１年生にとっても、
我々大人にとっても、新鮮な経験であった。「教
える」のではなく「学び」を促進する授業におい
て「先輩サポーター」にいかに役割を与えるか
｢先輩サポーター」がいかに自由に発言できる雰
囲気を作るかはクラスの雰囲気づくりに重要であ
る。そこにも教員やアドバイザーの力量が問われ
てくるように思う。遅刻する者やグループにうま
く入れない１年生に対して「今、何をしているか」
を説明し、暖かく自然にグループに迎え入れる力
が学生サポーターにはある。「先輩サポーター」
から「朝から大変だけど来週は遅刻しないで来よ
うよ。僕たちも来ているんだから」と声をかけら
れた１年生は次の回には遅刻をせずに来る。「先
輩サポーター」による励ましは、我々大人とはち
がう深度で１年生に届く。また、学生サポーター
の感想や意見も取り入れることが授業評価にも多
いに役立つと考える。「先輩サポーター」も教員
もキャリア相談アドバイザーもお互いが「ビア」
になれる授業は１年生の目には新鮮に移ったこと
であろう。後期以降は、同学年の学生も「授業サ
ポーター」として導入しているが、今後も「先輩
サポーター」を確保することは、当初の思惑を超
えて重要になってきていると筆者は考える。
Ｖ･結び
本プログラムを設計するに当たり「サポートす
る力をつける」「サポートする側の体験をする」
ことが当初の目標であった。しかし、授業を進め
るにつれてそれ以前に「サポートされる体験」が
あることが重要なのではないかと考えるようにな
った。「相談される力」よりも「相談する力｣、他
者の援助を求め、それを表現することがまず学生
たちにとって必要なのではないか。例えば学生た
ちの気づきの中で、「傾聴」であれば「相談する
側（自分）のわかりやすい話し方も大切ではない
か」という感想が少なからずあり、また「アサー
ション」を通じて自分の気持ちは何でも感じてい
２．「計画する力」はついたのか
基本的な「ビア・サポート・トレーニング」に
おいては、小学生であれ中学生であれ「個人プラ
ンニング」のプロセスを設ける。今回は大学生で
あることも踏まえ「個人プランニング」は既にで
きることを前提にした。むしろ個人よりも合宿サ
ポーター等・集団で活動する際の「集団によるプ
ランニング」が必要ではないかと考えた。そこで
ファシリテーションを授業の中に複数回取り入れ
た。そして授業の中で「どんな実習にいこうか」
という話し合いのテーマとして「プランニング」
を扱った。しかし、学生にとって「プランニング」
はファシリテーションでのいわば「ネタ」であっ
てそれ以上のものには深化しなかったように思
う。まず、今現在の自分の出来ること、興味、行
動しやすい分野などを、個人に分析ざせ計画する
力を身につけるワークシートの開発やそれを使っ
た授業の方法を今後は工夫したい。
３．「先輩サポーター」を活かす
前期の「先輩サポーター」はオリエンテーショ
ン合宿のサポーターの２年生を中心に呼びかけを
行い、その他、学内自主活動を行っている３，４
年生が加わった。「先輩サポーター」の学年につ
いては、２年生には２年生なりの、４年生なら４
年生なりの良さがあるように思う。異なる学年の
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いこと、「ファシリテーション」を通じて批判厳
禁のルールの素晴らしきに感動する。いわば自己
開示の承認の上に、「他者をサポート」すること
が位置付けられなければ、それは苦しい経験なの
ではないか。
「キャリア相談事前指導」の授業の中で「先輩
サポーター」を導入したことは「先輩サポーター」
にとっては「サポートする経験」であり、１年生
にとっては「サポートされる経験」であった。ま
た、数々の自主活動に携わってきた上級生にとっ
ても自分たちが体験的に学んできたことを再定義
ざれ承認される新鮮な経験であったように思う。
本プログラムの目的はあくまで、低学年のうちに
｢サポートする経験」を行うものであるが、３，
４年生にこそふさわしい、後輩に対する「ビア・
サポート」がある。４年生が就職活動や卒論を終
えて大学生活を終わりにするのではなく、なお後
輩をサポートする活動を続けることが、卒業後に
属する会社や家族、地域コミュニティといった集
団の中で、サポートカを発揮することに直結する
経験になったのではないだろうか。そして、授業
の中で、教員・相談アドバイザー・先輩サポータ
ー、そして、授業に参加する１年生の間の相互作
用で、お互いの気づきがあることが、この授業の
持ち味であり、暖かい人間関係、コミュニティづ
くりの一つの経験になることを期待する。
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